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新潟県J-VERによるオフセット事例 

株式会社プリンスホテル 
http://blog.princehotels.co.jp/ski/coupon/docs
/2012hakkaisanRW_webJ-VER_S.pdf 

【商品使用・サービス利用オフセット】 

【自己活動オフセット支援】 

クレジット付き八海山ロープウェー往復乗車券を販売し、ロープウェーの運転により発生するCO2と、購
入者の自己活動により発生するCO2をオフセット。 

八海山ロープウェー ホームページより 



新潟県J-VERの活用事例 

県内のイオンで新潟フェア期間中、お客さまから投函されたブルーレシート総額の1％相当額を拠出の
うえ新潟県J-VERを購入し、お客さま公募による「新潟エコツアーCO2ゼロチャレンジ」で排出される
CO2をオフセット。 
（2012年は114トンの新潟県J-VERを購入し、5月に佐渡、10月に阿賀でエコツアーを実施） 
 

【会議・イベント開催オフセット】 

お客さま参加型の活動 「ブルーレシートキャンペーン」 
・お客さまからレシートを専用ボックスに投函していただく。 
・レシート合計金額の1％相当を拠出してJ-VERを購入する。 

お客さま体験型の活動 「新潟エコツアー」   
・トキの餌場となるビオトープづくりに参画。 
・土をおこし、水をひき親子で踏み耕していく。 

イオンリテール株式会社 北陸信越カンパニー 

http://www.aeonretail.jp/ 



新潟県J-VERの活用事例 （H25年度実施予定） 

あいおいニッセイ同和損害保険株式会社 
http://www.aioinissaydowa.co.jp/ 

南魚沼市が交通事故の削減を目的に実施する「6つの視点によるヒヤリハットマップ」作成を後援し、
このヒヤリハットマップの取組での交通事故件数削減割合に応じてクレジットを購入し、カーボン・オフ
セットの取組を実施。 

ヒヤリハットマップ（イメージ） ヒヤリハットマップ作成アンケート 
   （南魚沼市ホームページより） 



新潟県佐渡市「トキの森」整備事業 

プロジェクト代表事業者 （公社）新潟県農林公社 

プロジェクトの実施場所 新潟県佐渡市 

吸収量（予測） 年間 1,337 t-CO2 

【写真提供：環境省】 

～人とトキが共生する地域づくりのために～ 

～プロジェクトの特徴～ 

○CO2吸収量を確保し温暖化対策を推進します。 

○放鳥されたトキの生息環境の向上や豊かな森林生態系の保全

に寄与します。 

○カーボン・オフセットの収益をもとに、間伐等の森林整備の促進

と林業の活性化を図ります。 



明日の現地視察予定箇所 
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① 両津港 

② トキの森公園 

③ ビオトープ 

④ プロジェクト施業地（沢根地区） 

⑤ 尾畑酒造 

⑥ 両津港 



ご清聴ありがとうございました 
【問い合わせ】 
 新潟県 県民生活・環境部  環境企画課 
 TEL：025-280-5150（直通） 
 E-mail：ngt030150@pref.niigata.lg.jp 


